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○

○
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(4)

(4)

７　実施状況

益田市安全安心メールの登録件数
実績数値(b) 7,651

達成率(%)(b/a)

（単位： 件 ） 数値目標(a) 7,500

102.0%

中項目 ２　組織の見直し

小項目 ウ　危機管理対策の強化

地域住民の防災意識の向上を図ることにより、万一災害等が発生した場合でも、影響・損害を最小限にとどめることができます。

自主防災組織を設立し、住民の隣保協同の精神に基づく自主的な防災活動を行うことにより、地震その他の災害による被害の防止
及び軽減が図られることから、その組織率を成果目標に掲げます。

数
値
目
標

益田市行財政改革実施計画

実施項目 6 危機管理対策の強化
大項目 Ⅰ　効率的な組織体制の構築

内　　容

取組結果と成果 総合評価

H29 H30 H31 H32

気象や防犯に関する情報を市民の皆さんにメールで迅速に提供することで、市民一人一人をはじめとする、益田市全体の安全安心
度を高めることができるため、このメールの加入件数を目標値とします。

方針決定 実施 継続

調査・検討 方針決定 実施 継続

H32

危機事案の洗い出し
〔危機管理課〕

想定できる災害を洗い出し、現状の職員
でそれに対応できる対策を検討します。

ａ

(3)

災害等緊急時における組織体制を整備しておくことで、災害等に対し迅速に対応することができます。

活動項目 H30活動内容 H29 H31

危機対策マニュアルの作成
〔危機管理課〕

災害が発生した場合の動員体制や行動
内容を示し、実際に行動する際には個々
人が迅速に対応できるようマニュアルを
作成します。

ａ

(3)検討

実際に災害が発生した場合に、職員が迅速に行動できるよう日頃から研修や訓練を行っておくことが必要です。目標として研修の
実施回数を設定します。

数
値
目
標

（単位： 回 ） 数値目標(a) 1

0.0%

32.3

危機管理に対する職員研修の実施
実績数値(b) 0

達成率(%)(b/a)

達成率(%)(b/a)

数
値
目
標

（単位： 団体 ） 数値目標(a) 30.0

自主防災組織の組織率
実績数値(b)

6/6 100.0%

8/12 66.7%

107.7%

100% ＋66.7％＝166.7％　⇒　4
・益田市業務継続計画を作成した。
・年度中、自主防災組織の設立は１か所。（なお、平成２８年度末現在、新年度に入り新たに６か所の設立
が予定されている。）
・災害時、配慮が必要な者に対する迅速な対応を行うため、「避難行動要支援者台帳」を更新し、民生・児
童委員及び各地区振興センターに配布した。
・気象台から講師を招き、ニュースやオンライン上での気象情報の見方や情報に基づく職員としての今後の
対応などについて研修を行った。
　また、島根県暴力追放県民センターから講師を招き、近年、全国的に増加している行政に対する不法事案
・クレーム等への対処法を学んだ。

平成28年度

進捗評価率 100.0% 達成評価率 66.7% 総合評点計算

資料①の Ⅳ

「7 実施状況」の総合評価 評価方法により、総合評価

（1～5の5段階）を審議会の中で決定し、意見をいただきます

④

資料①の Ⅲ

総合評点の算出方法によ

り、総合評点を表示してい

ます

③

資料①の Ⅱ

「6 成果･効果額の目標」の達成率評価方法により達成率

を％で表し、率に応じた評点をカッコ内に表示しています

最下段に数値目標全体の達成評価率を表示しています

②

行財政改革実施計画 進捗管理の進め方

今会議では、網掛け部分の内容を確認した上で、表の右下（斜線）部分の総合評価を決定してい

実施状況について、取組結果と成果
をまとめています

資料①の Ⅰ

「5 活動項目･スケジュール」の進捗状況評価方法により、

s･a･b･c・ｄ の5段階で評価 （カッコ内は評価に対する評点数）しています

①


